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【令和３年度実績】 

1. 大学におけるエンゲージド・ラーニングとグローバル教育リーダー育成に

関する事業 

No.03 ②-2 大学院教育の充実 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

実績報告 

 持続可能な社会の構築において、高等教育の果たすべき役割は大きい。とりわけ SDGｓ目標の

ひとつと位置づけられる「質の高い教育」の実現について検討することは、教育学研究科にとって

重要な課題となるものである。研究科では、エンゲージド・ラーニングと結合させつつ、持続可能な

社会の構築に資する高等教育の在り方についての研究に取り組み、とりわけ、学生の研究およ

びグローバルな教育課題へのへのエンゲージメントの強化についての取り組みを進めてきた。  

 令和 3年度においては、（１）大学教育の在り方および「質の高い教育」に関するオンラインによ

るシンポジウム（ウェビナー）の開催、（２）大学院生の研究へのエンゲージメント強化の取り組み、

（３）グローバルな教育課題へのエンゲージメント強化の取り組み、（４）大学教育および「質の高い

教育」に関する研究の進展などの事業を展開した。取り組みの詳細は以下のとおりである。 

（１）大学教育の在り方および「質の高い教育」に関するオンラインによるシンポジウム（ウェビナ

ー）の開催 

 大学教育の改革、および SDGｓの目標として位置づけられる「質の高い教育」の実現に関する

シンポジウムとして、以下のようなウェビナーを開催した。参加者は、１４の国と地域に及んでお

り、きわめて国際色の豊かなシンポジウムが展開された。10月 30日のシンポジウムについて

は、当日おこなわれたすべての報告動画を含むコンテンツが、ユネスコのホームページに掲載さ

れ世界に発信されるなど、大きな反響を得た。また、シンポジウムの報告者から、今後の連携事

業についての打診もあり、国際交流の基盤強化としても大きな意義を有するものとなった。 

①Rural Education in East Asia: Perspectives of small rural schools 

 2021年 10月 30日、東アジアにおけるへき地教育に関する国際ウェビナーを開催した。当日

は、日本、中国、韓国における取り組みについての報告の後、Philip Roberts教授（キャンベラ大

学）、Robert Paruaユネスコ北京事務所代表より問題提起がなされ、その後活発な討論がなされ

た。 

 報告者は下記の通り 

  曽暁東（中国 北京師範大学・UNESCO国際農村教育研究実践センター） 

Joon Yul Choi（韓国 公州大学校） 

玉井康之（日本 北海道教育大学・へき地・小規模校教育研究センター） 
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指定討論者は下記の通り 

  Philip Roberts（オーストラリア キャンベラ大学） 

Robert Parua（UNESCO北京事務所） 

 参加者数：92名 

 

なおこのウェビナーについては、発表の動画を含め、ユネスコのホームページにおいても紹介さ

れた。リンク先は下記のとおりである。 

https://inruled.bnu.edu.cn/informationservice/meetingsandevents/126536.html 

https://inruled.bnu.edu.cn/informationservice/meetingsandevents/126536.html
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②持続可能な世界に向けて好循環を生み出す人のあり方・学び方・働き方（第 1弾） 

 2021年 11月 17日、SDGsの世界観や特徴は何か、SDGsを実践するために何が必要かにつ

いて、多様で持続可能なグローバル社会づくりに様々な立場で携わる方々と共に考えるためのウ

ェビナーを開催した。 

 佐藤真久教授（東京都市大学大学院環境情報学研究科）より「SDGｓの本質を捉える」と題する

講演をおこない、その後、自治体、企業、教育・研究機関からの参加者および一般市民の参加者

を交えた意見交換をおこなった。 

 参加者数：59名 
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③Higher Education for Sustainability: Innovating University Teaching and Learning in 
Asia 

 2021年 11月 27日、持続可能な社会の構築に資する高等教育に関する国際ウェビナーを開催

した。東北大学の渡部由紀准教授、後藤武俊准教授をはじめとする報告があり、アジアの大学教

育のイノベーションについて、活発な討論がなされた。 

報告者は下記の通り 

  河井 亨（日本 立命館大学） 

鐘周（中国 清華大学） 

Chang Da Wan（マレーシア サインズ大学） 

渡部由紀（日本 東北大学） 

後藤武俊（日本 東北大学） 

指定討論者は下記の通り 

  Tristan McCowan（ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン） 

 参加者数：61名 
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 ④持続可能な世界に向けて好循環を生み出す人のあり方・学び方・働き方（第 2弾） 

 2022年 1月 12日、「協働」を振り返り、多様な事例を共有しながらこれからの「協働」に向けた

しくみ、「社会的学習」との連動性、「協働」の課題と展望を議論するためのウェビナーを開催した。 

 佐藤真久教授（東京都市大学大学院環境情報学研究科）より「参加のしくみと協働のしくみをデ

ザインする」をテーマとした講演を行い、豊田市一般社団法人おいでんさんそんの鈴木辰吉代表

理事より、同団体における協働の仕組みについて事例報告を行い、その後、自治体、企業、教

育・研究機関からの参加者および一般市民の参加者を交えた意見交換をおこなった。 

参加者数：55名 
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⑤Partnership for Education and Beyond: Collaboration and networks for quality education 

 2022年 2月 19日、SDGｓ目標のひとつと位置づけられる「質の高い教育」のための協同とパ

ートナーシップに関する国際ウェビナーを開催した。当日は、日本、中国、インド、イギリス、フィリ

ピン、オーストラリア、バングラデシュ、スペイン、台湾、インドネシア、フランス、アメリカ、タイ、ブラ

ジルから合計 80名の参加者があった。 

報告者は下記の通り 

  Paul Armstrong（英国 マンチェスター大学） 

篠原 岳司（日本 北海道大学） 

Phetcharee Rupavijetra（タイ チエンマイ大学） 

劉靖（日本 東北大学） 

指定討論者は下記の通り 

  Philip Wing Keung Chan（オーストラリア モナシュ大学） 

 参加者数：80名 
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⑥持続可能な世界に向けて好循環を生み出す人のあり方・学び方・働き方（第 3弾） 

 2022年 3月 9日、「国連・ESDの 10年（2005-2014）」を振り返り、その知見を共有するととも

に、近年、学校種や分野・領域を超えて注目がなされている「探究」について議論を深めた。とりわ

け、「探究の高度化」、「探究の自律化」について取り扱い、講演者佐藤真久教授東京都市大学大

学院環境情報学研究科）が開発した「WW型問題解決モデル」を紹介した。第 2部では、東松島

における ESDの取組を中心に事例報告がおこなわれた。 

 

（２）大学院生の研究へのエンゲージメント強化の取り組み 

 研究活動および国際的な教育課題への学生のエンゲージメントの強化を図る事業として、公募

型大学院生プロジェクト研究を実施した。これは、大学院生が自ら研究を企画し、その研究を計

画・実施するものである。申請者は研究計画書を自ら作成して研究科に提出し、採択されると研

究代表者に 15万円（修士課程の場合は 10万円）の研究費が支給される。研究成果についての

発表会が義務づけられており、3月 7日に研究成果報告会が開催された。採択件数は１０件であ
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るが、申請者数は増加傾向にあり、大学院生の間にも定着しつつある。以上によって、研究の企

画から申請、研究の実施、成果の発表までをひととおり経験できるものとなっており、研究への主

体的なエンゲージメントの強化を図る事業となっている。 

 

（３）グローバルな教育課題へのエンゲージメント強化の取り組み 

 学生のグローバルな教育課題へのエンゲージメント強化の取り組みとして、教育学研究科が主

宰している Asia Education Leader（AELC)プログラムを通じた活動の強化を図ってきた。残念な

がらコロナ禍により、期間中に学生を現地に派遣することはできなかったものの、オンラインによっ

てコースを開催するなどの措置を講じた。また、学生と教員の両方が参画する Asia Education 

Leader Forumを新たに開設し、学生のエンゲージメントの強化を図っている。開催が予定されて

いるフォーラムは下記の通りである。 

①Asia Education Leader Forum: Educational Changes towards a Sustainable Asia 
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 2021年 9月 18日、「Educational Changes towards a Sustainable Asia」というテーマでフォー

ラムを開催した。AELC加盟大学の教員と学生が、グループにわかれて討論をおこなった。 

 

②Asia Eucation Leader Forum: Education and Sustainable Societies in the World Post- 

 2022年 3月 12日、「Reimagining Future of Higher Education in Asia」というテーマの公開

シンポジウムを開催し、Minerva University アジア地域マネージャーを招へいし、AELC加盟大

学からの研究者と大学生たちが参加する意見交換を行った。 

講演者 

 Kenn Ross（アメリカ ミネルバ大学） 

Yunte Sung (ミネルバプロジェクト) 

討論者：AELC大学教員・大学院生 
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 教育学研究科では、2021年度より、AELC科目の単位化も図ってきた。具体的には「国際実践

研究」科目を開設し、「事前学習」「夏・冬コース」「学生フォーラム」の三つの部分から構成される

ものとした。このうち「事前学習」においては、コースに登録された学生が、月 1回、オンラインによ

り共同学習をおこなっている。これにより、アジア地域における教育課題について学生のエンゲー

ジメントが格段と強化された。また取り組みを通じて、学生同士のネットワークも形成されつつあ

り、学生の多文化理解能力、およびコミュニケーション能力の向上にも資するものとなっている。 
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（４）大学におけるエンゲージド・ラーニングおよび「質の高い教育」に関する研究の進展 

 以上に述べた諸事業を通じて、エンゲージド・ラーニングをはじめとする大学教育改革、および

SDGｓのひとつとして位置づけられる「質の高い教育」の実現に関する多くの研究成果が産出され

た。 

 エンゲージドラーニング事業については、『エンゲージド・ラーニングによるグローバルリーダー

の育成事業報告書』を作成した。 
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 論文・著書等の具体的な研究成果は下記のとおりである（刊行予定のものを含む）。 

Book: 

1. Peddie, F., & Liu, J. (Eds.). (2021). Education and Migration in an Asian Context. 
Singapore: Springer. (Peer reviewed) 

  

Journal Papers: 

1. Liu, J. (2021). Building “Education Groups" as School Collaboration for Education 
Improvement: A case study of stakeholders' interaction in District A of Chengdu. Asia 
Pacific Education Review, 22, 427–439. (Peer reviewed) 
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2. 劉靖, 郭佳佳，李詩景, 温寧兮, 王思寰（2022）東北大学大学院教育学研究科における SDGs

推進取り組みの現状と可能性：事例研究を通じて, 『先端教育研究実践センター年報』22,7-21 

3. Kitamura, Y., Liu, J., Ashida, A. & Edwards, S., (2021). Guest editorial. In: International 
Journal of Comparative Education and Development. 23, 3, p. 153-156 

4. Kitamura, Y., Liu, J., Ashida, A. & Edwards, S., (2021). Guest editorial. In: International 
Journal of Comparative Education and Development. 23, 2, p. 61-64 

5.李敏「90年代中国人留学生の日本留学の効果に関する研究ー北京日本学研究センターを例

とする」『大学論集』,第 53集，pp.19−36 2021年 

6.李敏 「中国における若手研究者育成の現状と課題」『ＩＤＥ現代の高等教育 』ＮＯ．636 特集

「若手研究者の育成と大学院」 (636)，pp.46-50 ，2021年 12月。 

7. Liu, J., Watabe, Y., Goto, T. (forthcoming). Integrating Sustainability Themes for 
Enhancing Interdisciplinarity: A Case Study of a Comprehensive Research University in 
Japan. Asia Pacific Education Review. (Peer reviewed) 

  

Book Chapter: 

1. Liu, J. (2021). Building Educational Community for Left-Behind Children in Rural China: 
A Case Study of a Small Rural School in Hubei Province. In F. Peddie & J. Liu (Eds.), 
Education and Migration in an Asian Context, pp.15-40,    Singapore: Springer. (Peer 
reviewed) 

2. Liu, J. & Francis, P. (2021). Introduction: Education and Migration in the Asian Context. 
In F. Peddie & J. Liu (Eds.), Education and Migration in an Asian Context, pp.1-14, 
Singapore: Springer. (Peer reviewed) 

3. Liu, J. (2021). Country Case: Japan. In McCowan, T., Filho, W. L., & Brandli, L.(Eds.), 
Universities facing Climate Change and Sustainability, pp.83-91, Hamburg: Korber 
Stiftung. (Peer reviewed) 

4. Liu, J. (forthcoming). Education Groups as a Chinese Way of School Collaboration for 
Education Improvement, in P. Armstrong, C. Brown, & C. Azorin (Eds.). School to School 
Collaboration: Learning Across International Contexts. Bingley: Emerald. (Peer reviewed) 

5. Kitamura, Y., Liu, J., Hong. M.S. (forthcoming). Education in East Asia, In C.C. Wolhuter 
& A.W. Wiseman (Eds.) World Education Patterns: The Ebb of Global Forces and the Flow 
of Contextual Imperatives. Bingley: Emerald (Peer reviewed) 
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Report: 

1.李敏「エンゲージド・ラーニングに関する調査」 報告書 東北大学大学院教育学研究科 2021年

3月（東北大学大学院教育学研究科ホームページ） 

https://www.sed.tohoku.ac.jp/information/detail---id-537.html 

2.李敏 「中国の大学におけるエンゲージド・ラーニング―「第二課堂」を中心に―」『信州大学総合

人間科学研究』第 16号 2022年 3月掲載予定 

3.八鍬友広「大学とエンゲージド・ラーニング」（東北大学大学院教育学研究科『エンゲージド・ラー

ニングによるグローバルリーダー育成事業報告書』2022年 3月予定） 

4.李敏「エンゲージド・ラーニングの効果に関する研究－東北大学教育学部・教育学研究科の調

査に基づいて-」（東北大学大学院教育学研究科『エンゲージド・ラーニングによるグローバルリー

ダー育成事業報告書』2022年 3月予定） 

5.小嶋秀樹、神谷哲司、安保英勇、深谷優子、熊谷龍一、後藤武俊「オンライン学修環境に関す

る調査報告」（東北大学大学院教育学研究科『エンゲージド・ラーニングによるグローバルリーダ

ー育成事業報告書』2022年 3月予定） 
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バルリーダーの育成事業報告書（表紙）.png 

 

2. 心理支援事業の新たな展開およびその推進 

No.35 ②-1 社会連携活動の全学的推進 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.03 ②-2 大学院教育の充実 

実績報告 

１．心理支援センターの開設 

 心理支援センターは、震災子ども支援室（Sチル）の閉室に伴い、より発展的・統合的な形で、

2021年 4月に開設された。教育学研究科における心理学の基礎的研究や臨床研究の成果を地

域社会に還元し、個人、家族、地域あるいは災害被災者に対する相談援助を行うことを目的とし

ている。心理支援センターは、臨床心理相談室、災害心理支援室、発達・学習心理相談室の３つ

の相談室から構成されており、臨床心理相談室を中心に、公認心理師・臨床心理士養成のため

の実践的教育訓練を行うことを目的としている。また、遠隔支援が導入されることとなった。（資料

1） 

https://www.sed.tohoku.ac.jp/information/detail---id-537.html
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%91%E3%80%91%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC20211030.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%92%E3%80%91%E3%83%A6%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%93%E3%80%91%E3%83%A6%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%93%E3%80%91%E3%83%A6%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B3%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%94%E3%80%91%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC20211117.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%95%E3%80%91%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC20211127.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%95%E3%80%91%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC20211127.png
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9810%E3%80%912021%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E9%99%A2%E7%94%9F%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%99%BA%E8%A1%A8%E4%BC%9A%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9811%E3%80%91AEL%20Forum%20Poster20210918.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9811%E3%80%91AEL%20Forum%20Poster20210918.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9812%E3%80%91%20AEL%20Forum%20Poster20220312.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9813%E3%80%91AEL%202021%20Summer%20Course%20Pre%20Study%20Series%20poster.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9813%E3%80%91AEL%202021%20Summer%20Course%20Pre%20Study%20Series%20poster.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9814%E3%80%91AEL%202022%20Winter%20Course%20Pre%20Study%20Series%20poster.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9814%E3%80%91AEL%202022%20Winter%20Course%20Pre%20Study%20Series%20poster.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9815%E3%80%91%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%89%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%80%E3%83%BC%E3%81%AE%E8%82%B2%E6%88%90%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%EF%BC%88%E8%A1%A8%E7%B4%99%EF%BC%89_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%9815%E3%80%91%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%89%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%80%E3%83%BC%E3%81%AE%E8%82%B2%E6%88%90%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%EF%BC%88%E8%A1%A8%E7%B4%99%EF%BC%89_0.png
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 心理支援センターでは、宮城県教育委員会との委託事業契約の締結をした（プロジェクトコード：

J210002954プロジェクト名：R3いじめ等防止対策に関する調査分析業務）。2018（平成 30）年

8月 21日に、宮城県内の高等学校生徒の自死事案が発生し、同年 10 月 31日に、宮城県知事

と宮城県教育長に対して第三者委員会による調査の要望書が提出された。これを受けて、同年

12月 19日に宮城県教育委員会教育長 による宮城県いじめ防止対策調査委員会への諮問があ

り、特別部会が設置された。その最終的な調査報告書の提言において、学校の教員間等の連携

に関する研究が必要とされ、それを受けて宮城県教育委員会に協力し、心理支援センターにて研

究を進めることとなった。 

 また、心理支援センターでは、各相談室の研究および実践の成果を報告する媒体として、『心理

支援センター研究紀要』創刊号の発行の準備（2022年 5月発行予定）をすすめている。『臨床心

理相談室紀要』は 20年発刊を続けてきたが、統合するかたちとなる。 

  

２．臨床心理相談室 

 臨床心理相談室は、職場や生活でのストレスや葛藤を持つ人々やその家族に対して、心理査

定を含めた臨床心理面談を実施し、地域社会に貢献するとともに、臨床心理士及び公認心理師

の養成のための内部実習機関である。来談者の相談内容には不登校、 家族関係、健康問題な

ど現代的かつ切迫した課題が扱われており、コロナ禍にもかかわらず面接回数が一定程度記録

されていることからも、臨床心理士及び公認心理師の養成のための内部実習機関本相談室とし

て機能し、また、地域社会に大きく貢献していることがわかる。日本心理臨床学会の雑誌において

も、紹介がなされた（若島孔文 2021 心理臨床家の養成 東北大学 心理臨床の広場, 13(2), 

48-49.） 

 コロナ対策の BCPに応じ 8-9月には新規受付を停止するなど、感染拡大防止に最大限の配慮

をしながら、相談事業を継続した。1月末までのケース数は 49件、面接数は 285回であった。ケ

ース数と面接数を月平均に換算した過去 6年間の実績は図にまとめた。（資料 2） 
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 新規受付停止などあった 2021年度であるが、コロナ禍以前のケース数・面接回数を維持してい

る。また、災害時や諸事情により相談者が来室できない場合を想定し、オンラインでの面接を実施

できるよう、関係部署と協議の上、申し合わせなどの整備を終えている。 

  

３．災害心理支援室 

 災害心理支援室は、震災子ども支援室（Sチル）から資料および連携機関を引き継ぎ、（１）災害

遺族支援・災害里親支援、（２）緊急支援・被災者支援、（３）災害心理教育を行う。 

 本年度は、開設に伴い、震災復興住宅で暮らす住民との意見交換会の実施（2021年 6月）、宮

城こころのケアセンター所長・副所長との意見交換の実施（2021年 8月）を行った。震災復興住

宅で暮らす住民との意見交換会の後、仮設住宅から現在に至るまでの状況の変化とそれに伴う

問題について、2時間のインタビューを実施した。成果に関しては、『心理支援センター研究紀要』

（創刊号）に掲載予定である。 

 次に、北海道、東北、東南海地方における地震災害時の心理社会的支援に関わるネットワーク

の構築を目的とした協議を開始した。参加者は、災害心理支援を専門とする研究者・臨床家の在

籍する以下の大学である。室蘭工業大学、北海道教育大学、岐阜大学、名古屋大学、香川大

学、徳島大学。このネットワークは災害時における相互支援だけではなく、平常時において、災害

心理教育について考え、学校や地域社会に啓蒙していく際に協働していくことが協議されている。

この協議は継続して行われる予定である。 

 また、教育学研究科の東日本大震災における実践と研究の成果を踏まえて、また、新型コロナ

感染不安という感染症における研究の成果を踏まえて、上述した大学の研究者・臨床家の協力

のもと、心理支援センター・災害心理支援室が中心となり、コロナ禍および自然災害時における心

理教育マニュアルを作成した。それぞれ児童版と成人版（中学生以上）を作成した（計 4種類）。

（資料 3・4・5・6） 

  この心理教育マニュアルは、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、名取市教育委員会、神奈

川県教育委員会、済美教育センター（東京都杉並区）、京都府臨床心理士会、徳島県公認心理

師・臨床心理士協会、宮城県臨床心理士会、北海道臨床心理士会、および全国の心理専門職 

約 150名の個人希望者に配布された。その後、ホームページより自由にダウンロードできるよう

になっている（ https://www2.sed.tohoku.ac.jp/~psc/dis/index.html ）。 

  

  

https://www2.sed.tohoku.ac.jp/~psc/dis/index.html
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 新型コロナ感染に関する心理学的影響に関する研究として本年度では以下が公表された。な

お、研究の一部は、東北大学・RIETI共催シンポジウム『コロナが変えた社会』（2021年 11月 10

日）にて、講演３「コロナが変えた日常生活（恐怖感）」として報告された。 

Asai, K., Wakashima, K., Toda, S., & Koiwa, K. 2021 Fear of novel coronavirus disease 
(COVID-19) among pregnant and infertile women in Japan. Journal of Affective Disorders 
Reports, 4. https://doi.org/10.1016/j.jadr.2021.100104 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2666915321000317?via%3Dihub
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Lin, C.Y. Hou, W.L., Mamun, M.A., Aparecido de Silva, J., Broche-Pérez, Y.B., Ullah, I., 
Masuyama, A., Wakashima, K., Mailliez, M., Carré, A., Chen,Y.P., Kuo, Y.J., Soraci, P., 
Scarf, D., Broström, A., & Griffiths.,M.D., & Pakpour, A. 2021 Fear of COVID-19 Scale 
(FCV-19S) across countries: Measurement invariance issues. Nursing Open, 8(4), 1892-
1908. https://doi.org/10.1002/nop2.855 

Takagi, G., Wakashima, K., Sato, K., Ikuta, M., Hanada, R., & Hiraizumi, T. 2021 The 
relationship between fear of COVID-19 and coping behaviors in Japanese university 
students. International Journal of Brief Therapy and Family Science, 11(1), 42-
57. https://doi.org/10.35783/ijbf.11.1_42 

  

小岩広平・若島孔文・浅井継悟・高木 源・吉井初美 2021 我が国における看護師の新型コロナ

ウイルス感染症への感染恐怖の規定要因, 心理学研究, 92(5), 442-
451.  https://doi.org/10.4992/jjpsy.92.20048  

二本松直人・斎藤昭宏・若島孔文・浅井継悟 2021 公安職における新型コロナウィルスへの不

安と対処行動の関連 東北大学大学院教育学研究科臨床心理相談室紀要, 19, 45-56. 

櫻庭真弓・佐藤しおり・阿部日和・張 燁・大泉珠希・佐藤嘉紀・高橋菜央・若島孔文 2021 新型

コロナウィルス感染症をめぐる海外と日本における社会状況の変化 東北大学大学院教育学研

究科臨床心理相談室紀要, 19, 79-98. 

  

４．発達・学習心理相談室 

 発達・学習心理相談室は、発達の問題や気がかり，学習のつまずきなど、乳幼児期から青年期

に至るまでの子どもとその保護者への対応の仕方に苦慮する教育・福祉等諸領域の専門家に対

して、より専門的なコンサルテーションを実施し、子どもとその保護者に対して求められる発達・学

習支援を行う。 

 発達・学習心理相談室は本年度全く新たに開室されたものであり、発達や学習面に気になる児

童・生徒の直接的な支援ではなく、主に➀指導者支援・コンサルテーションの実施を通じて研究成

果の還元と社会貢献②研修活動なの発信を目的として設立されたものである。本年度は➀につ

いては準備と他事業との整理を中心に②については教育学研究科の他の事業との連携を踏まえ

た新たなセミナー（後述）を本年度行った。 

 本年度立ち上げのため、オンライン相談支援の環境整備並びに開室周知に注力し、遠隔におけ

るコンサルテーションを試験的に実施した。 

 領域横断型インクルーシブ教育指導者養成セミナーを実施した。本年 12月より（12月 8日・1

月 7日・2月 4日・3月 18日）4回に分けて実施した。オンライン研修として実施した。情報発信な

らびに、時代のニーズに応じた指導者支援および育成を目的としたものであり、➀学部学生のキ

ャリア教育、②教育指導者講座との接続性（他事業との有機的連携）、③本室開室の周知を兼ね

ている。参加者は基本的に 25名登録制で実施している。（資料 7） 

  

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/nop2.855
https://doi.org/10.35783/ijbf.11.1_42
https://doi.org/10.4992/jjpsy.92.20048
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実施概要 

1回目参加者 32名 講師：小川修史先生（兵庫教育大学准教授） 

2回目参加者 27名 講師：大成晃先生（福島県立医科大学神経精神医学講座 

3回目参加者 31名 講師：三田地真実先生（星槎大学大学院教育学研究科 

4回目参加者 40名 特別講師 田畑裕明先生（総務副大臣）他 

＊第 4回は特別参加を認めているため多くなっている。 

  

 アンケート結果では、「満足」が 100％であり、「もっと勉強したいと感じました。早速，今週勤務

校で研究主任と生徒指導主任に内容を伝え，学習や生活の約束を作成する上で参考にできない

か話し合いました。毎回自分の関わりを見直すきっかけとなる内容を学ぶことができ、とてもあり
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がたいと感じています。」「子どものある行動についてだけを見るのではなく、その背景にある事情

を知りどうして行きたいのか整理する過程は重要だと思いました。」などという感想を得られた。 

  

５．さいごに 

 心理支援センターは、コロナ禍の中、2021年 4月に開設されたが、上述のように、各相談室が

その目的を達成するために、いくつかの成果・実績をあげるとともに、今後の展開のための土台を

着実に構築していると考える。その成果としては、臨床心理相談室はコロナ禍における影響を最

小限にとどめ、過去年度と遜色がない公認心理師・臨床心理士養成のための実践的教育訓練を

行った。災害心理支援室は、平常時における災害心理教育、緊急時のための大学間ネットワーク

の構築を進めた。災害心理教育に関しては、心理教育マニュアルを作成した。緊急時のための大

学間ネットワークを構築中である。発達・学習心理相談室は、文部科学省・副大臣などにも協力を

得た領域横断型インクルーシブ教育指導者養成セミナーを実施した。アンケートの結果、高い評

価を得ている。これらは開始されたばかりであり、来年度以降、さらなる成果・実績が期待できる

であろう。 

 資料 1_心理支援センターリーフレット-1.png,  資料 1_心理支援センターリーフレット-

2.png,  資料 2_臨床心理相談室面接回数.png,  資料 3_災害_子ども版.png,  資料 4_

災害_大人版.png,  資料 5_コロナ_子ども版.png,  資料 6_コロナ_大人版.png,  資料

7_全４回インクルーシブ教育指導者養成セミナー.png 

 

3. 研究および教育のグローバル化の促進に向けた取り組み 

No.03 ②-2 大学院教育の充実 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.41 ①-2 国際発信力の強化 

No.42 ①-3 グローバルネットワークの形成・展開 

No.44 ②-2 本学学生の海外留学と国際体験の促進 

No.45 ②-3 異文化の理解と実践的なコミュニケーション能力の養成 

No.48 ③-3 外国人教員等の増員 

実績報告 

1）研究のグローバル化の促進に向けた取り組み 

【研究成果の国際的発信力の強化（No.41）】 

 英文電子ジャーナル“Annual Bulletin, Graduate School of Education, Tohoku University”

へのオンライン・アクセス数の推移を見ると，2107年度以降，閲覧数は徐々に増え，200回を超

えるところで安定していたが，2021年度（令和 3年度）にはアクセス数が倍増した。このことは，

本ジャーナルの認知度の高まりの反映と考えられる。なお，ダウンロード数については，2018年

度に著しく高い数値を示しているものの，概ね 500から 600の範囲で安定している。引き続き，

さらなるアピールの方法を探っていく必要がある。なお，英文電子ジャーナル第 8巻を 2021年

（令和 3年）3月に発行予定である。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%991_%E5%BF%83%E7%90%86%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88-1_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%991_%E5%BF%83%E7%90%86%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88-2_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%991_%E5%BF%83%E7%90%86%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88-2_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%992_%E8%87%A8%E5%BA%8A%E5%BF%83%E7%90%86%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%AE%A4%E9%9D%A2%E6%8E%A5%E5%9B%9E%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%993_%E7%81%BD%E5%AE%B3_%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E7%89%88_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%994_%E7%81%BD%E5%AE%B3_%E5%A4%A7%E4%BA%BA%E7%89%88_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%994_%E7%81%BD%E5%AE%B3_%E5%A4%A7%E4%BA%BA%E7%89%88_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%995_%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A_%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E7%89%88_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%996_%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A_%E5%A4%A7%E4%BA%BA%E7%89%88_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%997_%E5%85%A8%EF%BC%94%E5%9B%9E%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%96%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E9%A4%8A%E6%88%90%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%B3%87%E6%96%997_%E5%85%A8%EF%BC%94%E5%9B%9E%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%96%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E9%A4%8A%E6%88%90%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC_0.png
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【国際共同研究推進事業の実施（No. 21）】 

 教育学研究科における研究のグローバル化を推進するとともに，国際的に評価される研究の生

産力を向上させることを目的とする 2種類の事業，すなわち，①国際共同研究（1件 150万円未

満，1件程度），②国際共同研究の準備のための事業（1件 50万円未満，数件程度）について周

知を図ったところ，②について昨年度より多い 5件の申請があった。2021年度（令和 3年度）は，

このうち 3件を採択し，計 121万 1千円の補助を行った。なお，採択された 3件の研究課題は「日

本とインドネシアのコロナ禍におけるコミュニティ・ラーニング・センターの実態に関する比較研

究」，「子どもの実行機能と感情制御能力の発達にメディア接触が与える影響：日露共同研究によ

る検討」，「ネイチャースポーツからみる自然と人間の関係論」である。これらの具体的な成果とし

ては，1件目の研究課題については，2021年 9月に開催された The 1st International 

Conferences on Neuroscience and Learning Technology 2021において，Uyu Wahyudin, 

Yanti Shantini, Iip Saripah, Dai Matsumoto, Sodikinの連名で，「The Comparison of 

Nonformal Education Program between Indonesia and Japan during COVID 19 Period」と題

する国際共同研究発表を行っている。2件目の研究課題については，モスクワ大学の研究者との

オンライン会議を通じて，幼児用の実験課題と母親用の質問紙を完成させている。このうち，幼児

用の実験課題には，国際的に評価の高い TEC（Test of Emotional Comprehension：感情調整

能力も含む感情理解テスト）の邦訳作業（既に邦訳の承認済）も含まれている。3件目の研究課

題については，トロント大学の研究者と「ネイチャースポーツとエスノグラフィー」に関する共同研

究を企画し，R4年度の夏にトロントでの調査，冬には日本での共同調査を実施することとなった。

なお，この研究計画は，本学の令和４年度研究大学強化促進事業 「若手リーダー海外派遣プロ

グラム研究員（オンライン型）」に採択されている。 
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【国際学術ウェビナー・国際フォーラムの開催（No.21，No.41，No.42）】 

昨年度に引き続き，国際的な共同研究の推進および国際ネットワーク形成を図ることを目的とし

て，国際学術ウェビナー・国際フォーラムの開催に積極的に取り組んだ。2021年度には，4回の

国際学術ウェビナーと，AELC参加学生がプレゼンテーションを行う 2回の国際フォーラムを開催

した。開催日，テーマ，参加者は以下に示すとおりである。 

  

 なお，表中 2番目の国際学術ウェビナーについては、発表の動画を含め、ユネスコのホームペ

ージにおいて紹介されている。 

https://inruled.bnu.edu.cn/informationservice/meetingsandevents/126536.html 

  

【UNESCOバンコク事務所との包括的学術交流協定に基づく研究のグローバル化への取り組み

（No.21，No.41，No.42）】 

 UNESCOバンコク事務所との包括的学術交流協定に基づき，上述した国際学術ウェビナーのう

ち，表中 2番目のものには Robert Parua（UNESCO北京事務所）を指定討論者として招致した。 

  

Ⅱ．教育のグローバル化の促進に向けた取り組み 

【UNESCOバンコク事務所・アジア太平洋地域教育局へのインターンシップ派遣（No.3，No.9，

No.42，No.44，No.45，No.48，No.21）】 

昨年度，UNESCOバンコク事務所・アジア太平洋地域教育局へのインターンシップ派遣に実施に

向け，同事務所の活動およびインターンシップに関する教育学研究科の学生たちの理解を促すこ

とを目的として UNESCOバンコク事務所との共同セミナーを開催したが，今年度，1名の大学院

生の UNESCOバンコク事務所・アジア太平洋地域教育局へのインターンシップ派遣が決定し，現

https://inruled.bnu.edu.cn/informationservice/meetingsandevents/126536.html
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在，派遣分野・業務内容等についての詳細を詰めているところである。これは，教育学研究科とし

ては初めての，国際機関におけるインターンシップの実施となる。 

  

【国際学位コースの設置（No.03，No.9，No.45，No.48）】 

 教育学研究科の課題の 1つであった博士後期課程における留学生の増員を図るため，2022

年度より博士後期課程に国際学位コースを設置し，2022年度中に最初の入試を実施することと

した。研究指導や特定研究論文Ⅰ・特定研究論文Ⅱ・博士論文の執筆はすべて英語で行われ，

博士後期課程における必修科目である「エデュフェア・マインド」についても，英語で行われる授業

（この授業には，海外より，AELC参加校および部局間学術交流協定校の教員にも参画していた

だく予定である）を新たに追加して開設することとしている。 

 また，教育学研究科の国際学位コースの特色として，AELC参加校および部局間学術交流協定

校の教員に研究指導に参画いただくメンター制度の導入を想定している。さらに，国際学位コース

担当の外国人教員の採用準備を進め，2022年 4月 1日付けで 1名の外国人教員が着任するこ

ととなっている。 

  

【AELC（Asia Education Leader Course）事業の実施（No.3，No.45）】 

1）ホームページのリニューアル 

 AELCのプレゼンスを強化するため，すべて英語表記による AELCホームページをリニューア

ルし，内容の充実を図った。例えば，AELCに参加した各国の学生たちの相互の繋がりが継続し

ていくよう「AELC Alumni」ページ，「Newsletter」ページを新たに加えている。その結果として，リ

ニューアル前と比べ，アクセス数が著しく増加した。また，アジア地域だけでなく，世界各地からア

クセスされている。https://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/aelc/ 

https://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/aelc/
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2）AELC Summer Course, AELC Winer Courseの開催 

 2021年度（令和 3年度）は，新型コロナウィルス感染症の国際的感染の状況を踏まえて，昨年

度に引き続きオンラインで開催した。2021年 8月 9日～25日に高麗大学の主催で Summer 

Course（参加者 31名）を，2022年 1月 27日～2月 11日に台湾師範大学と台湾政治大学の共

催でWinter Course（参加者 26名）を開催した。参加した学生たちからは，「I really look 

forward to the next season of the course.」「A good try to make us interact with other 

countries students.」「Great chance to learn from other universities and the students from 

it. Appreciate a lot!」「Thanks to all the professors. It really will help my further study.」など

のメッセージが寄せられた。 

 SC2021                             WC2022 
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なお，2021年 10月 23日には，2022年－2023年期 AELCの実施に向け，協定書の更新（調

印式）をオンラインで実施した。 
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3）AELCの単位化 

 2021年度（令和 3年度）より，博士前期課程に 2つの授業科目，「国際実践研究Ⅰ」「国際実践

研究Ⅱ」を開設し，AELCの単位化を図った。授業は，教育学研究科における講義に加え，それ

ぞれ 3回ずつのプレスタディ（AELCに参加する各大学の学生が教育に関わる様々な課題につ

いてディスカッションを行う），上述した国際フォーラムでのプレセンテーションから構成されてお

り，国際学術ウェビナーへの参加も推奨されている。本年度は，国際実践研究Ⅰに 5名，国際実

践研究Ⅱに 2名の学生が履修登録をした。これらの授業のシラバスとそれぞれのプレスタディの

内容・参加者は以下に示すとおりである。 
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○プレスタディ 

 

なお，これら 2つの授業を開設し，プレスタディを設けたことに対し，AELC参加大学から以下の

ようなコメントがあった。 

○台湾政治大学：このような事前学習を通して、学生・教員の交流を推進することができた。 

○南京師範大学：オンライン共同学習としてのこの取組みに積極に参入し、2022年度中南京師

範大学教育科学学院と心理学院で「国際実践研究」科目の立ち上げの準備をしているところであ

る。 
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【大学院生による研究の国際的発信に対する支援事業（No.13，No.44）】 

 「海外学会発表渡航費援助事業」（上限 7万円，年間 3名程度）および「国際発表論文掲載料

等補助」(上限 10万円，年間 5名まで)を今年度も継続したが，新型コロナウィルス感染症の世界

的な感染が続き，海外渡航が制限されている状況のなかで，全体的に研究活動を縮小せざるを

得なかったことなどの影響により，昨年度に引き続き，今年度も申請はゼロとなった。 

  

 AELCホームページ.png,  AELC冬コース.png,  AELC2022-2023調印式.png,  調

印式.png,  国際実践研究Ⅰ シラバス.png,  国際実践研究Ⅱ シラバス.png,  国際実践

研究 内容.png,  夏コース プレスタディ 1.png,  夏コース プレスタディ 2.png,  夏コース 

プレスタディ 3.png,  冬コース プレスタディ 1.png,  冬コース プレスタディ 2.png,  冬コー

ス プレスタディ 3.png,  AELCホームページへのアクセス数（グラフ）.png,  AELCホームペ

ージへのアクセスの国別分布（改訂版）.png,  AELC夏コース（改訂版）.png,  Annual 

Bulletinの閲覧回数の推移.png,  国際学術ウェビナー・国際フォーラム 2.png,  Annual 

Bulletinの閲覧回数およびダウンロード数.png 

 

4. ISTU/MOOCの支援 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.79 ①-1 多様な教育研究活動等を支える情報基盤の活用充実と高度化 

実績報告 

【ISTUの支援】 

 これまで教育学研究科では，データ駆動科学・AI 教育研究センターと協働し，ISTU の活用を広

げ深めるべく支援を行ってきた。令和 3年 10月より第 4代目の ISTUとなる ISTU/DC（以下

ISTU）の稼働が始まり，より多彩な e-ラーニングの実現が可能になった。旧 ISTUと新 ISTU間

でデータの共有ができないことから，本研究科ではこれまでのコンテンツ約 2000件のデータ移

行の支援を行った。 

 ISTU 教材への参照回数（下図参照）は，平成 30年度に初めて 100万回を超え，令和 2年度

には全学教育を中心に 190万回を超える参照があった。これは，統合的な LMSである ISTU

が，コロナ影響下において，東北大学の中心的なオンライン教育システムとして活用されたことに

よる。令和 3年度は，年度末での予測値として 100万回程度に半減している。昨年度からの

COVID-19の感染拡大の影響により多くの講義がオンラインにより行われているが，システムの

負荷を減らすため Google Classroomの積極的活用を依頼したこともあり，数値的にはこのような

結果となった。令和 2年度の ISTU利用が過負荷状態であったことを考えると，令和 3年度は

Google Classroomへの負荷分散が進展し，適正な状態になったと言える。 

  

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E5%86%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC2022-2023%E8%AA%BF%E5%8D%B0%E5%BC%8F.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%AA%BF%E5%8D%B0%E5%BC%8F.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%AA%BF%E5%8D%B0%E5%BC%8F.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E7%A0%94%E7%A9%B6%E2%85%A0%E3%80%80%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E7%A0%94%E7%A9%B6%E2%85%A1%E3%80%80%E3%82%B7%E3%83%A9%E3%83%90%E3%82%B9.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%80%80%E5%86%85%E5%AE%B9.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%80%80%E5%86%85%E5%AE%B9.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%A4%8F%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A31.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%A4%8F%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A32.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%A4%8F%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A33.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%A4%8F%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A33.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%86%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A31.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%86%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A32.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%86%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A33.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%86%AC%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%87%E3%82%A33.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%81%B8%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E6%95%B0%EF%BC%88%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95%EF%BC%89.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%81%B8%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%9B%BD%E5%88%A5%E5%88%86%E5%B8%83%EF%BC%88%E6%94%B9%E8%A8%82%E7%89%88%EF%BC%89.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%81%B8%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%9B%BD%E5%88%A5%E5%88%86%E5%B8%83%EF%BC%88%E6%94%B9%E8%A8%82%E7%89%88%EF%BC%89.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AELC%E5%A4%8F%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%EF%BC%88%E6%94%B9%E8%A8%82%E7%89%88%EF%BC%89.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Annual%20Bulletin%E3%81%AE%E9%96%B2%E8%A6%A7%E5%9B%9E%E6%95%B0%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Annual%20Bulletin%E3%81%AE%E9%96%B2%E8%A6%A7%E5%9B%9E%E6%95%B0%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%AD%A6%E8%A1%93%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%83%BB%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A02.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Annual%20Bulletin%E3%81%AE%E9%96%B2%E8%A6%A7%E5%9B%9E%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Annual%20Bulletin%E3%81%AE%E9%96%B2%E8%A6%A7%E5%9B%9E%E6%95%B0%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E6%95%B0_0.png
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ISTU コンテンツアクセス数 

  

【MOOC の支援】 

 東北大学MOOCは，本学が対外発信する教育コンテンツとして着実に定着しており，さらに学

内教育への活用も始まってきている。令和 3年度は新たに 2講座「化粧で学ぶ心理学」と「鎮痛と

麻酔 －痛みからの解放－」を開発し，このうち前期に開発した「化粧で学ぶ心理学」（下図参照）1

講座を令和 3年度に新規開講した。また新規開講講座のほかに，従来からの 7講座を加えた 8

講座を開講した（下図参照）。このうち「社会の中の AI」では，本部局教員２名が２週間分のコンテ

ンツ（合計 20コマ）を制作し，去年度に引き続き開講にかかる業務（コンテンツ修正・質疑応答な

ど）を担当している。（新規開講分を含めた令和 3年度の受講者数等の数値データは，令和 4年

4月に得られる予定。） 

 本年度の東北大学MOOCの全受講者は 14295名であった。また満足度は 97.7％（大変満足

63.6%＋まあ満足 34.1%）であり，量だけでなく質の点でも良い成果を出している。本年度に新規

開講した「化粧で学ぶ心理学」については，受講者が 3083名であった。また満足度は 97.7%（大

変満足 63.7%＋まあ満足 34.0%）であり，アクティブユーザーが 39.5%など，非常に高い評価を

受けている。 

 本年度は，これらMOOCコンテンツを本学学内の教育にも活用する取り組みも，さらに進めら

れた。「実践的位防災学」「社会の中の AI」など 5講座が 9科目の授業で使用されている。教育

学研究科・教育学部では，3名の教員により，その中の 3科目が使用された。そして，来年度は

全学教育科目のカレントトピックスで 6科目の講義が開講されることが決定し，教育学研究科の

教員も担当教員として協力を行なう。 

 これら活動の主体となるのはオープンオンライン教育開発推進センターであり，教育学研究科か

らは，副センター長ほか延べ 5名の専任教員が委員として，MOOCのコンテンツ開発・運営・評

価等を支援している。今年度はMOOC講座企画立案ワーキンググループにより，教育学研究科

では，オープンオンライン教育開発推進センターとのより密接な連携体制のもとで，企画・立案に

参画し，新規講座企画の立案に貢献している。具体的には来年度開発の２講座のうちの 1つとし
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て，教育学研究科から学習障害，読字障害，ASDなどを取り上げて発達障害の理解を醸成する

講座を提供予定である。 

 

R3年度に新規開発・開講した講座「化粧で学ぶ心理学」 

 

R3年度に開講した 8講座ラインナップ 

 図：MOOC化粧心理学.png,  図：MOOC開講した８講座.png,  グラフ：ISTUアクセス

数.png 
 
 
 
 
 
 
 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%9AMOOC%E5%8C%96%E7%B2%A7%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%9B%B3%EF%BC%9AMOOC%E9%96%8B%E8%AC%9B%E3%81%97%E3%81%9F%EF%BC%98%E8%AC%9B%E5%BA%A7.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%AF%E3%82%99%E3%83%A9%E3%83%95%EF%BC%9AISTU%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E6%95%B0_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%AF%E3%82%99%E3%83%A9%E3%83%95%EF%BC%9AISTU%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E6%95%B0_0.png
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5. 地域と連携した教育リーダー育成事業 

No.06 ②-5 社会人の学び直しの支援 

実績報告 

【教育指導者講座】 

教育指導者講座は、宮城県内の幼稚園から高等学校までの全教員を対象として、教育学の最先

端の知見を提供するとともに、校種を越えたネットワークの構築を図ることを目的としている。本講

座は、昭和 40年に始まり、東日本大震災の年を除いて 50年以上にわたり毎年開催されてき

た。宮城県および仙台市の教育委員会では本講座が教育リーダー育成における重要な研修機会

として位置づけられている。 

 

令和 3年度は 8月 17日～19日の 3日間、オンラインにて本講座を開催し、72名の教員が参加

した。終了後の受講者アンケート（N＝72、4件法、無記名）によると、講義に対しては「満足でき

た」81％、「ある程度満足できた」19％、ワークショップに対しても「満足できた」81％、「ある程度満

足できた」19％となっている。すなわち、本講座への評価は極めて高く、講義・ワークショップともに

「満足」「ある程度満足」を合わせると 100％に近い結果となっている（『第 56回 東北大学教育指

導者講座記録』 令和 4年 3月刊行予定）。」 
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 なお、第 56回講座の参加者からは，講座終了後，以下のような感想が出されている。 
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【教育版 EBPM】 

平成 30年度から宮城県教育委員会との連携のもと教育版 EBPM（Evidence Based Policy 

Making）人材の養成を行っている。平成 30年度から宮城県教育委員会教職員課との連携の下

で、県教委が学費を負担するスキームの下、研究科に現職教員 2名を正規大学院生として博士

課程前期に受け入れを開始し、計量分析力を基盤として質的研究、規範的研究の三位一体の教

育を行っている。令和 4年度には新たに 2名の正規大学院生として博士課程前期に受け入れる

予定である。受け入れ人数の推移(累積)，修了生の修士論文の題目並びに修了生の声について

以下に示す。 
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これらの事業の成果・進捗報告会（東北大学大学院指定派遣教員研修成果報告会（令和４年２月

１５日（水）１６：００～１８：００ オンライン）を教育委員会の幹部層（宮城県教育庁教職員課 課

長  時枝正和氏、小中学校人事専門監 千葉潤一氏、県立学校人事専門監  樽野幸義氏、育成・
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免許班 課長補佐（副班長） 早川健次氏、育成・免許班 主幹  畠山喜礼氏に対して行い、大変好

評を得た。また，本事業は，文部科学省 「令和の日本型学校教育」を推進する地方教育行政の

充実に向けた調査研究協力者会議の委員を務める本研究科青木栄一教授によって報告された

（第 2回会議，2022年 3月 7日（月）開催）。 

  

 【添付１】第 56回東北大学教育指導者講座.png,  【添付２】教育指導者講座図アンケート

１.png,  【添付３】教育指導者講座図アンケート２.png,  【添付４】第 56回東北大学教育指導

者講座感想.png,  【添付５】教育版 EBPM修了（在籍）者数推移.png,  【添付６】教育版

EBPM派遣院生の研究テーマ.png,  【添付７】教育版 EBPM修了生の声.png 

 

6. 教員の研究時間確保に係る取組実績 

実績報告 

 教育面やその他研究以外の業務に係る教員の負担増が見込まれる以下の 4点について，助

教等の人的配置を行った。 

 

①国家資格である公認心理師対応カリキュラムの実施に伴う助教の配置 

 教育学部・教育学研究科においては，国家資格として新しく設置された「公認心理師」の受験資

格取得カリキュラムにいち早く，平成 30年度より対応した。このことに伴い，心理学関連科目数

の大幅な増と，とりわけ実習に関わる事前指導ならびに実習先への訪問指導に関わる教員の時

間が著しく増大することとなった。 

以上のような，教員の教育負担の大幅な増に対応するため，平成 30年 4月 1日付けで，新しく

助教 2名（任期 3年）を教育心理学講座に配置し，他大学への転出などにより助教の欠員が生じ

た場合には，すぐに後任の採用を行ってきた。令和 3年度も，2名の助教の他大学等への転出

が決まったことにより，すぐに後任の採用に向けて選考委員会を設置し（それぞれ，令和 4年 1

月 19日付け，令和 4年 3月 19日付けで設置），うち 1名については令和 4年 4月 1日付けで

採用している（もう 1名は，令和 4年 7月 1日付けで採用）。 

  

②国際交流支援室の設置に伴う助教の配置 

 平成 30年度の教育学研究科組織再編に伴い，教育学研究科内に従来設置されていた教育ネ

ットワークセンターを先端教育研究実践センターに改組するとともに，国際的な学術交流の一層

の推進を図るため，同センター内に国際交流支援室を設置した。 

国際交流支援室では，教育学研究科教員が開催する国際シンポジウムや国際ウェビナーの運営

支援，国際共同教育プログラムであるアジア・エデュケーション・リーダー・コース（AELC）の開催・

運営支援，海外の大学等との学術交流協定の締結・更新，留学生支援などの業務を担っている。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%91%E3%80%91%E7%AC%AC56%E5%9B%9E%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%92%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E5%9B%B3%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%92%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E5%9B%B3%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%91.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%93%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E5%9B%B3%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%92.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%94%E3%80%91%E7%AC%AC56%E5%9B%9E%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E6%84%9F%E6%83%B3_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%94%E3%80%91%E7%AC%AC56%E5%9B%9E%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%95%99%E8%82%B2%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%80%85%E8%AC%9B%E5%BA%A7%E6%84%9F%E6%83%B3_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%95%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E7%89%88EBPM%E4%BF%AE%E4%BA%86%EF%BC%88%E5%9C%A8%E7%B1%8D%EF%BC%89%E8%80%85%E6%95%B0%E6%8E%A8%E7%A7%BB_0.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%96%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E7%89%88EBPM%E6%B4%BE%E9%81%A3%E9%99%A2%E7%94%9F%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%96%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E7%89%88EBPM%E6%B4%BE%E9%81%A3%E9%99%A2%E7%94%9F%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%98%EF%BC%97%E3%80%91%E6%95%99%E8%82%B2%E7%89%88EBPM%E4%BF%AE%E4%BA%86%E7%94%9F%E3%81%AE%E5%A3%B0.png
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国際学術交流推進の重要性と教員の負担軽減の観点から，国際交流支援室には 2名の助教

（任期 3年）を配置している。なお，当初配置した助教のうちの 1名は，本学の戦略的人事の促進

に係る支援制度を利用して，学術研究員であった女性研究者を助教として採用しての配置であ

り，当初は支援期間終了後は学術研究員のポストに戻す予定であった。しかしながら，国際学術

交流推進および教員の負担軽減の重要性に鑑み，当該助教が令和 3年 4月末日付で他大学に

転出した後も，引き続き助教を採用することとした。後任の助教については，令和 3年 6月 16日

教授会において採用を決定し，令和 3年 9月 1日付けで採用している。 

  

③国際学位コース設置に伴う助教の配置 

 教育学研究科においては令和 4年度から博士課程後期 3年の課程に国際学位コースを設置し

た。国際学位コースの設置に伴い，コースの運営や入試等に係る業務が増加することが想定され

たため，このコースを担当する助教を新たに配置した。この助教については，令和 3年 11月 17

日付けで選考委員会を設置し，令和 4年 4月 1日付けで採用している。 

  

④留学生対応の事務職員の配置 

 上記の国際学位コースをはじめ，増加しつつある留学生に対応する事務側の体制を整え，留学

生に係る諸々の事務に関する教員の負担を軽減するため，令和 3年 12月 9日付けで事務職員

1名（派遣職員）を新たに配置した。同職員が令和 3年度末をもって契約期間満了となった後も，

新たな事務職員（派遣職員）を配置できるように準備を進め，令和 4年 4月 1日で事務職員（派

遣職員）1名を採用している。 

 


